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1. はじめに 
本研究は、実データから、辞書などを用いず
に形容詞に関係する概念体系を自動構築する
ことをめざすものである。そのためには以下の
点を考慮する必要がある。 
１） 実データから、どのように形容詞の概念

を抽出するか。 
２） どのように概念体系を自動構築するか。 
３） 構築した概念体系を、人間の直感を用い

ずにどのように評価するか。 
 従来の研究で、辞書を用いずに自動的な単語
分類をしたものには、二つのタイプがある。 
一つめのアプローチしとしては、統語パタン
などの表層構造を利用して単語分類を行う方
法がある (Hindle 1990, Hatzivassiloglou and 
Mckeown 1993, Tokunaga et al. 1995)。二つめ
のアプローチとしては、言語学的知見を利用し
て単語分類を行う方法がある(Walde and Brew 
2002, Boleda et al. 2004)。 
 我々は、全ての単語を対象にして表層構造を
利用するのではなく、特定の関係の形容詞と抽
象名詞の共起関係を利用する。抽象名詞は、カ
テゴリ名や上位概念を定義するときに用いら
れるので、形容詞の上位概念を抽出するための
データとして利用することにした。したがって、
本稿では、「コーパスから抽出したある特定の
抽象名詞」が「概念」相当と仮定する。また、
単語の概念体系を構築するためには、類義関係
や上位下位関係からなる全体の骨組みと、実際
の運用で単語と単語が結びつくための規則が
必要であるが、われわれは、現在、単語の類義
関係や上位下位関係からなる全体の骨組みに
焦点をあてている。本稿では、そのうち、上位
下位関係の自動構築について焦点をあてる。 
具体的には、共起する形容詞の類似性によっ
てKohonen (1997)の自己組織型マップ (SOM) 

を用いて抽象名詞を分類し、単語の上位下位関
係を求めるために、補完類似度 (CSM) を用い
た。また、最終的には、他の手法と比較実験を
行い、評価を試みた。 

２．データ 
抽象的な名詞の統語的役割に着目した先行研
究には、根本 (1969), 高橋 (1975)などがあげ
られる。例えば高橋 (1975)においては、 
  ①やぎは性質がおとなしい 
  ②ぞうは鼻が長い 
の二例を比較し、①の「性質」を側面語、②の
「鼻」を部分語と仮に呼び、文中の役割が異な
ることを述べている。側面語になる単語は主語
の示すものや人の側面を表すとともに、述語の
示す属性の類概念 (上位概念) を表す単語であ
る。また、根本 (1969)においても「色が白い」
「速さがはやい」「年が若い」「背が高い」など
は、「顔が赤い」などのような名詞が状態の持
ち主を表す場合と違って同義反復的な性格が
強いと述べている。このように、我々の言語活
動の中にも、形容詞の上位概念を示すような用
法がみられる。このようなパタンは、形容詞の
抽象的意味をコーパスから探るのに重要な手
がかりになるのではないかと考える。 
対象とした抽象名詞は、９４、９５年の毎日
新聞二年分から取り出した。抽象名詞と共起す
る形容詞、形容動詞は、毎日新聞十一年分、日
本経済新聞十年分、産業金融流通新聞七年分、
読売新聞十四年分、新潮文庫百選、新書版百冊
の中から用例を調べた1。抽出された抽象名詞は
365語、形容詞の異なり語が 10525語、のべ語
数は 35173 語であった。最大共起語数は、「こ
と」に対する 1594 語である。最初に作成され
                                                  

1 用例を検索するにあたっては情報通信研究機構で開発した
ツール Teaを利用した。 



るのは、以下のような抽象名詞とそれを修飾す
る形容詞の表である。 
 思い：うれしい 楽しい 悲しい …… 
 気持ち：楽しい 嬉しい 幸せな …… 
 観点：医学的な 歴史的な 学術的な …… 

３．SOMを用いた抽象名詞の自動分類 
第二節の単語のリストを SOM の入力とする
には、符号化する必要がある(Ma et al. 2000)。 
ここで、一般にω種類の名詞 wi ( i = 1, … ,

ω)が存在し、それらの意味マップを構築すると
仮定する。このような場合、名詞wiは 以下の
ように連体修飾要素のセットで定義される。 
 

 
 

ただし、aj
(i)は、wiと共起する j番目の連体修

飾要素である。この後、二語間の類似度計算を
する。それを元に、Ma et al. (2000)の「相関コ
ーディング法」を用いる。ここで提案する相関
コーディング法では、名詞 wi をこの行列を用
いて以下のような多次元ベクトルに符号化す
る。 
  V (wi ) = [ di1, di2, … , diω ] T   

 V (wi ) は hへの入力であり、この多次元ベ
クトルを、自己組織化によって、それらの間に
存在する意味関係を顕在化させ、二次元空間に
表現する。 
 本研究では、類似尺度に補完類似度を用いる。
山本･梅村(2002)の補完類似度は、包含関係を取
り出す類似尺度である。意味マップの一つの問
題点として、マップ上での語どうしの関係がわ
かりづらいということがある。補完類似度を用
いることで意味マップ上に分布している名詞
どうしの上位下位関係がわかる。山本･梅村
(2002)によれば、補完類似度は以下のような式
になる。 

今、 )10)(,...,,...,2,1( または== fifnfiffF
r

 

)1 0)(,...,....,2,1( または　== titntittT
r

 

とする。 
 

 

ここで、a は、二つのラベルが同時に現れるデ
ータの数、bは label 1が現れ、label 2は現れ
ないデータの数、cは、label 2が現れ、label 1
は現れないデータの数、d は、二つのラベルが
どちらとも現れないデータの数である。本デー
タに対してこの尺度を用いる際には、label に
あたるのが抽象名詞となり、a は、ある形容詞
が双方の抽象名詞と共起しているパタン、b と
c は、ある形容詞が一方の抽象名詞とだけ共起
しているパタン、d は形容詞がいずれの抽象名
詞とも共起していないパタンの数ということ
になる。そして最後に補完類似度の数値を正規
化し、相関コーディング法によって多次元ベク
トルに符号化して入力データにする。CSM を
導入したマップは以下のようになる。上位下位
関係が推定された二単語間に線を引いた図で
ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 右下角を基点にして、放射状に単語が分布し
ていることがわかる。右下角には、「こと」と
いう抽象名詞があり、そこから離れるに従って、
たとえば、「時間」などのように比較的具体的
な単語になっていく。 
 しかし CSM は基本的に二単語間の上位下位
関係を推定するものである。全体がどのような
上位下位関係をもっているのかを知るために、
CSMの数値を利用して単語の階層化を図った。 

４．CSMによる階層化 
 以下に CSM を用いて階層化構築の手順を示
す。 

(1) 包含関係を示す補完類似度の値の高い順
に単語 A, Bをつなげる。ここでは、仮に
単語 Aが上位語、単語 Bが下位語という

思い＝｛悲しい、楽しい、幸せな、…｝ 

w i  = { a1
( i ) , a2

( i ) , … , aαi
( i ) } 
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図１．CSMに基づいた抽象名詞のマップ



関係とする。 
(2) 単語Ａを下位語として、最高値で上位語
となる単語Ｘを探して Aの前に連結する
というように、A-B を基点にして上位
（前）へ向かって連結を繰り返す。一方、
単語Ｂを上位語として、最高値で下位語
となる単語Ｙを探し Bの後ろに連結する
というように、A-Bを基点として下位（後
ろ）に向かって連結を繰り返す。上位下
位関係は必ず保存する。もし上位下位関
係が壊れたら、その関係は連結しない。
こうして一本の階層を作る。 

(3) 長い階層に完全に含まれる短い階層はマ
ージし、二つの階層のうち一単語ずつ異
なる場合は、差異となる二単語の補完類
似度が上位下位関係を示せば結合した。 

(4) 最後に各階層のトップに「こと」を結合
する。「こと」は全ての形容詞と共起する
ことができ、意味マップ上でも、一番右
下に配置されている。計算時間の便宜上、
「こと」は最後に各階層のトップに結合
させることとした。 

5. 階層の比較 
 CSM で構築した階層を頻度つきの CSM 
(Tf.CSM)と Overlap Coefficient (Ovlp)によっ
て同様に階層を構築し比較を行った。Overlap 
Coefficientも、単語の上位下位関係を推定する
類似尺度である(Manning and Shütze 1999)。
以下の表は、各手法によってできた階層の深さ
ごとの階層数を表している。 

表１ 三手法による深さ別階層数 
 
表から、最も深い階層を作る手法が Tf.CSM
で、最も浅い階層を作る手法が Ovlp であるこ
とがわかる。また階層の合計を比較すると、
Ovlp が 240 階層と、最もたくさん階層を作っ

ている。CSMはどちらかというと、Tf.CSMに
近い。 
 次に、階層のつながり方を共起形容詞から検
討する。最下位を n番目とすると、n番目と n-
１番目の抽象名詞について、それぞれの手法で
共起形容詞の差が最大になった場合について
表にした。 

 n-1st nth Differences
CSM 10 adjs  2 adjs 8 adjs
Tf.CSM 6 adjs  1 adjs 5 adjs
Ovlp 1594 adjs  1 adjs 1593 adjs

表２から、Ovlp による階層では、nth と n-1st

の階層の共起形容詞の数の差が最も大きい。こ
れは、中間的な抽象名詞を経由せずに、上位の
抽象名詞と下位の抽象名詞が直接的に結合し
ていることを意味する。 
 次に共起形容詞を利用して、各手法による階
層で、どれくらい形容詞が上位から下位まで共
通して出現しているかを調べる。たとえば、「ふ
くろう」は、「鳥」で「動物」で「生物」であ
り、これら全ての概念をもっている。したがっ
て、最下位の抽象名詞と共起している形容詞が
どれくらい上位に位置する抽象名詞と共通し
て共起しているかを調べることで、階層のつな
がりのよさを評価した。そして、以下のような
結果を得た。 

CSM 11/161 (0.068) 
Tf.CSM  9/158 (0.056) 
Ovlp 88/240 (0.366) 

この結果から、最下位まで共通形容詞が連続
して出現している階層が少ないことがわかる。
そこで、階層の構築方法について以下の２点を
再検討した。 

１）長い階層を短い階層にマージしたこと 
２）CSM と Yates を組み合わせた手法の妥当

性 

 そこで、CSM のみを使い、また長い階層と
短い階層をマージしない方法で、共通形容詞の
連続性という点から評価を行った。すると以下
のような結果になった。ここで記号の後ろの数
字はＣＳＭの正規化した値がこの数字以上で
ある範囲で階層を作ったことを示す。 

Depth 3 4 5 6 7 8 9 
CSM 0 3 16 27 32 23 23 
Tf.CSM 1 5 10 18 13 25 11 
Ovlp 32 56 61 57 21 7 2 

depth 10 11 12 13 14 15 計
CSM 19 7 3 4 3 1 161
Tf.CSM 24 13 14 14 7 2 158
Ovlp 2 0 0 0 0 0 240

表２ nthと n-1stの共起形容詞の数 
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 CSM0.3については９０％の階層で共通形容
詞が最上位から最下位の抽象名詞まで連続し
て出現していたが、階層の数自体が５４階層し
かできず、また、階層を構成している名詞も少
数であるので対象外とする。これは、CSM の
数値が高いほど信頼度は上がるが、上位下位関
係を推定された単語対の種類が少ないことに
よる。すると、Ovlp0.3と CSM0.2がそれぞれ
６３％と５８％の階層で共通形容詞が最上位
から最下位へ連続して出現することがわかっ
た。そこで、共通形容詞の出現の連続性という
観点では、Yates を用いず、なるべくその手法
一つで階層を用いたほうがよいことがわかる。 
ただし、全ての数値で階層を作ると、上位下
位関係が崩れランダムで冗長な単語の並びと
なることが経験的にもわかっている。 
 そこで、Ovlp0.3と CSM0.2の階層の比較で
あるが、Ovlp の場合は、短い階層がたくさん
でき、最上位と最下位が直接結合する傾向にあ
ることは、第五節の最初に述べた傾向と同様で
ある。したがって、共通形容詞の出現の連続性
という点では、なるべく Yatesを使わず、また
長短の階層をマージしない CSM0.2 の手法が、
もっともらしい階層だという結果になった。 
 
６．まとめ 
形容詞が一つの具体事例となる抽象名詞を
概念ととらえ、SOMと CSMを用いて、抽象名
詞を分類し階層化することを試みた。そして、
包含関係を推定するほかの尺度とも比較を行
い、また、最下位の抽象名詞の共起形容詞が最
上位まで連続して出現しているかという点で
階層を評価した。すると、CSM の正規化した
数値 0.2までで上位下位関係を推定した単語対
を用いることが、もっともらしい階層を作るこ

とがわかった。今後は、SOM 上での単語の類
義関係を推定するとともに、共起形容詞の側も
詳細に分析する。 
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図 2 各手法の共通形容詞を持つ階層の数の比較 
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